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薬学教育モデル・コアカリキュラムの基本理念と利用上の留意点について 

 

１． モデル・コアカリキュラムの基本理念と位置付け 

【基本理念】 

大学における各分野の社会的要請に応えた人材養成のためのカリキュラム構

築は、本来、各大学が独自の理念や特色に基づいて設定すべきものである。し

かし、修業年限６年の薬学教育プログラムを実施する学部又は学科（以下、「６

年制学部・学科」という。）の場合は、学生に大学卒業時に薬剤師としてふさわ

しい基本的な資質や能力を身に付けさせる教育が行われることが求められる。

一方、薬学や医学、生命科学等に関わる科学技術の進歩は著しく、科学を基盤

として医療に貢献する薬剤師の職責に求められる薬学の知識や技能は増え、専

門分化されると同時に高度化しており、限られた大学教育の中で、これらの膨

大な知識や技能等を網羅して修得することは困難である。そこで、学生は６年

制学部・学科の学士課程教育の段階では、将来どのような分野に進んだ場合に

も共通に必要となる薬剤師の基本的な資質と能力を修得し、その上で、生涯に

わたって常に研鑽
さん

し、社会に貢献することが求められる。薬学教育モデル･コア

カリキュラムは、このような状況を踏まえ、６年制学部・学科としての教育内

容を精選し、卒業時までに学生が身に付けておくべき必須の能力（知識･技能･

態度）の到達目標を分かりやすく提示したものである。 

 

【位置付け】 

薬学教育モデル・コアカリキュラムは、６年制学部・学科におけるカリキュ

ラム作成の参考となる教育内容ガイドラインとして提示したものである。項目

立てや記載内容は、各大学における授業科目名を意味するものではなく、また、

履修の順序を示すものではないことに留意すべきであり、具体的な授業科目等

の設定や教育手法等は各大学の裁量に委ねられている。 
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また、モデル・コアカリキュラムに示された教育内容だけで薬学の学士課程

教育が完成するものではなく、６年制学部・学科の教育課程の全てを画一化し

たモデル・コアカリキュラムの履修にあてることは正しくない。６年制学部・

学科のカリキュラムは大別すると、教養教育を含む薬学準備教育、モデル・コ

アカリキュラムに準拠した教育、各大学独自の薬学専門教育から構成されるが、

これらの履修時期、時間は教育研究上の目的に沿って学習成果を評価しながら、

バランスよく配当される必要がある。改訂後の薬学教育モデル・コアカリキュ

ラムは到達目標数の上で、従前のものに比してスリム化されていることもあり、

およそ教育課程の時間数の７割を、モデル・コアカリキュラムに示された内容

の履修に充てることが妥当と考えられる。 

各大学においては、それぞれの教育理念等に基づいて、薬学アドバンスト教

育ガイドラインを含む特色ある大学独自のカリキュラムを設定することが必須

であり、学生のニーズや将来の進路に合わせて自由に選択できる多様なカリキ

ュラムを提供することが重要である。このモデル・コアカリキュラムに示され

た内容を確実に修得した上で、残りの３割程度の時間数で個性ある各大学独自

のカリキュラムを準備することが必要である。（７ページ【選択的な大学独自の

カリキュラムの設定】を参照。） 

今回の改訂は、大学が主体的で実効性のある充実した薬学教育を展開するこ

とにより、６年制薬学教育の質の向上を目指すために行うものであり、各大学

の教育カリキュラムが薬学共用試験や薬剤師国家試験に合格することのみを目

標とする教育に偏ることのないよう留意すべきである。 

 

２． 表示の方法と利用上の留意点等 

【基本的資質】 

薬学教育モデル・コアカリキュラムの基本理念や医療全体を取り巻く情勢の

変化等を踏まえ、「薬剤師として求められる基本的な資質」を、①薬剤師として
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の心構え、②患者・生活者本位の視点、③コミュニケーション能力、④チーム

医療への参画、⑤基礎的な科学力、⑥薬物療法における実践的能力、⑦地域の

保健・医療における実践的能力、⑧研究能力、⑨自己研鑽、⑩教育能力の 10 の

視点より明確にした。 

 

【一般目標と到達目標】 

薬学教育モデル・コアカリキュラムでは、卒業時までに修得されるべき「薬

剤師として求められる基本的な資質」を前提とした学習成果基盤型教育

（outcome-based education）に力点を置いている。すなわち、最終的に「基本

的な資質」を身に付けるための一般目標（GIO※１）（学生が学修することによっ

て得る成果）を設定し、GIO を達成するための到達目標（SBO※２）（学生が GIO

に到達するために、身に付けておくべき個々の実践的能力）を明示した。SBO の

総数は 1,073 項目であり、これらは客観的に評価できるよう、可能な限り明確

な表現とした。 
※１ general instructional objective 
※２ specific behavioral objective 

 

【Ａ～Ｇの項目立て】 

項目Ａ～Ｇは、各大学におけるカリキュラム作成の参考として利用しやすく

し、学修者に学習内容の全体像を把握しやすいよう構成した。 

薬学生が薬剤師として身につけるべき生命・医療の倫理、チーム医療とコミ

ュニケーション、患者中心の医療、医療安全、薬学の歴史および生涯学習など

を学ぶ【Ａ基本事項】、人、社会の視点から薬剤師を取り巻く様々な仕組みと規

制、および薬剤師と医薬品等に関わる法規制、地域における保健、医療、福祉

などを学ぶ【Ｂ薬学と社会】は、入学後早期から卒業までに継続して修得して

いくべき内容である。 

また、薬学生がいずれの分野に進むにせよ必要である薬や化学物質と生命に
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関わる物理系薬学、化学系薬学、生物系薬学の知識と技能を学ぶ【Ｃ薬学基礎】、

人々の健康・公衆衛生、生活環境・環境保全を学ぶ【Ｄ衛生薬学】、薬の作用・

体内動態・疾病治療、製剤化を学ぶ【Ｅ医療薬学】では、それぞれの項目の知

識・技能のみにとらわれることなく、薬剤師に必要な人の命と健康を守る使命

感、責任感及び倫理観を養えるよう十分な教育上の工夫が必要である。 

【Ｆ薬学臨床】は、薬学実務実習前に、大学において調剤、製剤、服薬指導

など薬剤師としての職務に必要な基本的知識、技能、態度を学んでおく SBO（事

前学習）と、病院及び薬局で行う参加型の薬学実務実習の SBO（薬学実務実習）

からなっている。薬学実務実習の SBO は、病院又は薬局に勤務する場合に必要

となる内容について効果的に履修できるよう、これまで重複して履修していた

ものを整理している。ただし、すべての内容を適切な医療提供施設の環境と実

習先の指導薬剤師及び大学教員のもとで効果的に実施するためには、別途方略

を設定することが必要である。 

さらに、ＡからＦまでの履修を基盤にして【Ｇ薬学研究】を学ぶことにより、

研究課題を通して科学的根拠に基づいて問題点を解決する能力及び研究倫理を

修得し、それを生涯にわたって高め続ける知識、技能、態度を養うことも必要

である。 

 

【「知識」、「技能」、「態度」の記述についての基本的な考え方】 

各 SBO の後の「（知識・技能）、（態度）」等の記述については、基本的に以下

の考え方により付している。 

1）括弧書きが付されていない場合：「○○について説明できる。」等の知識を主

とする SBO を示す。この場合、「説明する」ための勉学態度等も当然含まれ

るが、評価の対象が主に知識となることを意味する。 

2）（技能）が付されている場合：技能を行う上での知識や態度は当然含まれる

が、技能が主に評価の対象となる SBO を示す。 
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例：代表的な化合物の部分構造を 1H NMR から決定できる。（技能） 

代表的な生薬を鑑別できる。（技能） 

3）（態度）が付されている場合：知識や技能を有したうえでの態度が主に評価

対象となる SBO を示す。 

  例：患者・生活者のために薬剤師が果たすべき役割を自覚する。（態度）  

4）（技能・態度）が付されている場合：知識を前提とするが主に技能と態度が

評価の対象となる SBO を示す。 

  例：前）処方せん等に基づき疑義照会ができる。（技能・態度） 

5）上記に関わらず、技能、態度、あるいは両方を評価の対象とするが、知識も

評価の対象となる場合には「知識」をともに付す。 

例：油脂が変敗する機構を説明し、油脂の変質試験を実施できる。（知識・

技能） 

天然生物活性物質の代表的な抽出法、分離精製法を概説し、実施できる。

（知識・技能） 

インターネット上の情報が持つ意味・特徴を知り、情報倫理、情報セキ

ュリティに配慮して活用できる。（知識・態度） 

 

【薬学アドバンスト教育ガイドライン】 

 コアカリキュラムとは別に、薬学アドバンスト教育ガイドラインを提示した。

薬学アドバンスト教育ガイドラインの SBO は、すべての学生に一律に履修を求

めるのではなく、大学の特色や学生の進路に応じて履修することが望まれる内

容を示す。また、履修時期についても各大学のカリキュラム体系の中で、適当

な時期を選ぶことが望まれる。 

 

【薬学教育における実習】 

 薬学教育では、知識だけでなく、実習を通じて技能、態度を学修することが
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重要である。したがって、薬学教育における実習を充実するとともに、その実

習について適正な評価を行わなければならない。薬学教育モデル・コアカリキ

ュラムの実習内容は、①【Ｃ薬学基礎】、【Ｄ衛生薬学】、【Ｅ医療薬学】、②【Ｆ

薬学臨床】の「早期臨床体験」、「実務実習事前学習」、「病院・薬局における実

務実習」、③【Ｇ薬学研究】において、SBO（技能）、SBO（技能・態度）として

例示されている。これらの例示を基にして大学の特色ある実習カリキュラムを

構築して、それを６年間の教育課程のなかで体系的に関連づけて実施すること

により、効果的に技能・態度を蓄積していくことが必要である。また、その実

施時期については、講義及び演習等の授業内容と緊密に連携させるように設定

すべきである。 

 なお、実習においては、予測されるリスクを回避、低減させるためのマネー

ジメントとともに、学生が常に安全を確認しながら学修を行う習慣が身につく

ように指導することが必要である。また、化学物質、実験動物、培養細胞や細

菌などを用いた実習においては、それぞれの取扱いに関わる国内外の法令や国

際条約の遵守とともに、生命倫理、生物多様性や自然環境保全を規範とする態

度を学修することの重要性を指導する。 

 

【薬学準備教育ガイドライン】 

医療の担い手としての薬剤師を目指す６年制薬学教育の前提として身につけ

ておくべき基本的事項を、コアカリキュラムとは別に、ガイドラインとして提

示した。薬学準備教育では、人文科学、社会科学及び自然科学などを広く学び、

知識を獲得し、様々な考え方、感じ方に触れ、物事を多角的に見る能力と医療

社会のグローバル化に対応するための国際的感覚を養うことを目的とした専門

性の高い語学能力を養う。そして、見識ある人間としての基礎を築くために、

自分自身について洞察を深め、生涯にわたって自己研鑽に努める習慣を身につ

けておくべき基本的事項を〈１ 人と文化〉、〈２ 人の行動と心理〉、〈３ 薬学の
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基礎としての英語〉、〈４ 薬学の基礎としての物理〉、〈５ 薬学の基礎としての

化学〉、〈６ 薬学の基礎としての生物〉、〈７ 薬学の基礎としての数学・統計学〉、

〈８ 情報リテラシー〉、〈９ プレゼンテーション〉として整理し、提示した。

薬学教育の準備という視点から提示されたものであるが、これらは薬剤師とな

る上で不可欠となる素養を培っていくものである。 

 

【選択的な大学独自のカリキュラムの設定】 

各大学は、それぞれの理念や教育研究上の目的に基づいて、学生の興味や将

来の専門分野への志向に応じて、学生自身が自由に選択できる特色あるカリキ

ュラムを準備し実践することや、学生段階からの研究志向を涵
かん

養することが重

要である。 

カリキュラムとしては、薬剤師業務の医療現場でのニーズの変化や医療の国

内外の動向に対応、あるいはそれらを先取りすることも重要である。また、科

学的・論理的思考の修得や、高度で応用的な基礎研究や臨床研究の実施、探求

心旺盛な学生の将来の展望にも配慮した授業、病院及び薬局における薬学実務

実習と経験した研究の取りまとめ、海外派遣研修等の多様な教育を行う必要も

ある。 

これらの実施に当たっては、各大学の状況に合わせて、多様な授業形態を用

意するとともに、成果の発表やその評価等の修了要件も明確にすることが必要

である。 
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平成 25 年度改訂版・薬学教育モデル・コアカリキュラム改訂概要 

 

今回の改訂は、「薬学系人材養成の在り方に関する検討会」（以下、「検討会」

という。）において、各大学の現状や寄せられた要望、大学団体及び職能団体等

からの改訂に対する強い要望を踏まえて審議された結果、行うことと決定した。

平成23年に恒常的なカリキュラムの検討を行う組織として設置された薬学教育

モデル・コアカリキュラム改訂に関する専門研究委員会（以下、「専門研究委員

会」という。）において、①６年制学部・学科の学士課程教育に特化した内容と

すること、②現在の薬学教育モデル・コアカリキュラム及び実務実習モデル・

コアカリキュラムの二つを関連づけて一つのコアカリキュラムとして作成する

こと、③薬剤師として求められる資質を明確にし、その資質を身につけるため

に学ぶという形で編成すること、という方針を決定し、検討会においてその方

針が了承され作業が開始された。その後、専門研究委員会において「薬剤師と

して求められる基本的な資質」（案）が作成され、また、具体的な作業チームと

して日本薬学会に薬学教育モデル・コアカリキュラムおよび実務実習モデル・

コアカリキュラムの改訂に関する調査研究委員会が設置され、大学へのニーズ

調査や具体的な改訂作業が行われた。 

以下、具体的な内容を概説する。 

 

【Ａ基本事項】 

「基本事項」には、薬学生が薬剤師として身につけるべき生命・医療の倫理、

チーム医療とコミュニケーション、患者中心の安全な医療などを含めることと

した。「基本事項」の内容（目標）は、複数の基本的資質と関連しており、６年

間かけて到達すべきもので、各学年における学修を積み重ね、年次進行にとも

ない、医療人である薬剤師として理解を深め、態度を醸成していくべきもので

ある。SBO の表現は、詳細すぎると各大学での実施を制限することが懸念される

- 8 -



 

ため、具体性を少しおさえて、各大学での考えを反映できるように配慮した。

また、全学年を通して学修する内容であることから、６年間かけて到達するレ

ベルを記載した。「基本事項」の内容は薬剤師になるために６年間かけて身につ

けるべきものであり、「Ｂ薬学と社会」や「Ｆ薬学臨床」と関連している内容も

多い。 

薬学教育モデル・コアカリキュラム（以下、「コアカリ」という。）の旧「Ｂ

イントロダクション (1)薬学への招待」の内容は、初年次だけでなく全学年を

通して到達度を高めることが望ましい内容が含まれていることから「基本事項」

に組み込み、旧「Ｂイントロダクション (2)早期体験学習」の臨床体験に関す

る内容は「Ｆ薬学臨床」に移動した。 

 

【Ｂ薬学と社会】 

旧コアカリの「Ｂイントロダクション」の内容を「Ａ基本事項」および「Ｆ

薬学臨床」に移動した後、Ｂには旧コアカリの「C18 薬学と社会」および「C17

医薬品の開発と生産」の一部（(1)、(4)）を統合した「薬学と社会」を置いた。

「薬学と社会」は、薬剤師に関わる社会の仕組みを理解するための内容（目標）

が主であり、「Ａ基本事項」と同様に６年間かけて到達すべきものである。 

旧 C18 の倫理と薬害に関する項目は「Ａ基本事項」にまとめた。旧 C18 の(1)、

(2)、(3)の中で重複している項目を整理・統合し、法律については、法律ごと

に一つの SBO にまとめるのではなく、修得すべき内容から整理した。旧 C17 の

(1)と(4)の内容は「(2)薬剤師と医薬品等に係る法規範」に含め、そのうちの治

験に関わる具体的内容は「Ｅ医療薬学」に含めた。「旧 C18(3)コミュニティファ

ーマシー」は、薬局に限定せず、地域の保健・医療と関わる内容を含めること

とし、そのうちの「OTC 薬・セルフメディケーション」は、薬物治療として重要

であることから「Ｅ医療薬学」の薬物治療として項目を新設し、Ｂでは役割の

記載にとどめた。また、薬学アドバンスト教育ガイドライン（以下、「アドバン
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スト」という。）に移行してよいもの（薬剤経済の一部など）を除外するととも

に、旧コアカリにはない重要な項目（個人情報の取扱い、血液供給体制、地域

連携など）を追加した。 

 

【Ｃ薬学基礎：全般】 

 「薬学基礎」に関しては「薬剤師として求められる基本的な資質」のすべて

のアウトカムのベースとなる「基礎的な科学力」を醸成することを念頭に改訂

を行った。SBOはコアカリとなる項目を厳選し、約３割減のスリム化を図った。

技能（実習項目）は、すべての大学で実施可能な項目を選定することとした。

また他分野との重複を避けるように調整を行った。 

 

【Ｃ薬学基礎：物理】 

 「薬学基礎：物理」では、医薬品を含む化学物質を構成する原子、分子の性

質や挙動を司る基本的な原理を主に取り扱うこととした。さらに、学生が修得

する基本的な知識や技能が、将来、医療現場などのチームの中で応用されるこ

とを想定して、基礎から応用への橋渡しも考慮しながら、改訂作業を実施した。

旧 C1 の【放射線と放射能】にある「放射線の測定原理」は「薬学基礎：物理」

で、「放射線の生体への影響」は「Ｄ衛生薬学」で学ぶようにすみ分けた。また、

旧 C1 の【物質の移動】の内容は「Ｅ医療薬学」へ、旧 C2 の【薬毒物の分析】

の内容は「Ｄ衛生薬学」へ移行した。旧 C3「生体分子の姿・かたちをとらえる」

は、基本的な事項として必要なものは C1 および C2 に取り込み、アドバンスト

とするものは移行し、全体としては、旧 C3 を削除した。さらに、機器分析のう

ち、構造解析のための分析法については、基本的な原理は「薬学基礎：物理」

で、その応用は「薬学基礎：化学」で学ぶようにすみ分けた。 
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【Ｃ薬学基礎：化学】 

旧コアカリ C4、C6、C7、C17(2)を、「薬剤師として求められる基本的な資質」

の中で「基礎的な科学力」を主に取り扱うとの共通認識のもと、C3、C4、C5 に

まとめた。「薬剤師として求められる基本的な資質」の充実のため旧 C6 を拡充

し、旧 C5 は基本的にアドバンストに移行した。ただし、医薬品合成としての旧

C5 の内容の一部（C-C 結合生成など）は、生体反応の観点から「C4(2)生体反応

の化学による理解【生体内で起こる有機反応】」に含めた。また、「基礎的な科

学力」として必要なもののみをコアカリとし、学問上、対比して教育するのが

望ましいものに関してはコアカリとはせず、各大学の判断で講義に組み込むこ

ととした。（例；芳香族求電子置換反応はコアカリに含め、芳香族求核置換反応

はアドバンストに掲載した。） 

 C3 は基本的（代表的）有機、無機化合物（無機医薬品は含む）、C4 は生体分

子、医薬品を取り扱うこととした。命名法は C3(1)にまとめ、無機化学関連を新

規に C3(5)に集約、さらに複素環の性質等は旧 C6 から C3 に移し芳香族としてま

とめた。C3(4)は基本的に構造解析のみとして物理系との重複をなくし、構造決

定で用いられることが少ない項目は削除した（なお、講義は C2(4)と統合しても

かまわない。）。C4 には医薬品の構造のもととなる酵素阻害剤や受容体アゴニス

ト、アンタゴニストの構造を理解する(2)を追加し、ここに生体内反応を理解す

るための有機化学も加えた。(3)は旧 C6(2)に対応しており、酵素、受容体に作

用する医薬品は構造、化学的性質に特徴があるものを選択した。 

 C5 は、東洋医学的な概念での生薬、薬用植物を中心とした(1)と、西洋医学的

な概念での薬：天然物由来の医薬品、農薬、香粧品などに用いられる天然活性

物質、およびそのシーズ化合物を中心とした(2)に再編した。日本薬局方に記載

されている内容を最低限理解できるように考慮した。病院または薬局の薬剤師

に必要性が低い項目を削除し、生合成経路は概説できるに変更した。旧 C7(3)

漢方は「E2 薬理・病態・薬物治療」に移動した。 
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【Ｃ薬学基礎：生物】 

生命体の理解（C6-8）は、病態の理解や薬物治療の基盤として重要である。「薬

剤師として求められる基本的な資質」のアウトカムを意識し、コアカリとなる

項目を厳選した。また旧コアカリでは、教育課程のなかで内容的に前後する項

目等を並べ替え、体系化した。すなわち旧コアカリ C9 と C8 を一部入れ替え、

薬剤師として修得するべき「C6 生命現象の基礎」を生物の初めに移動した。生

命の基本単位である細胞、その構成成分の構造と機能、タンパク質の働き、遺

伝のプロセスから生体エネルギー、細胞間コミュニケーションへと展開される。

生物化学の基礎を修得した後に、「C7 人体の成り立ちと生体機能の調節」を通し

てヒトの器官、組織について修得し、血圧や血糖の調節を含めた生体の機能調

節を修得することとした。また C7 の初めに、「遺伝」と「発生」を修得するこ

ととした。旧 C10「生体防御」に旧 C8「小さな生き物たち」を統合し「C8 生体

防御と微生物」とした。すなわち生体防御・免疫系に関する項目の次に「微生

物の基本」を修得し、病原体としての微生物へと繋げることにより、微生物の

基本から医療薬学で学ぶ感染症へのスムーズな理解を促進することとした。免

疫系については、関連する疾患やその治療は「Ｅ医療薬学」で修得するので、

ここでは基礎的な機構・機能を扱うこととした。なお、旧 C8 の遺伝子操作技術

（技能）はアドバンストに移行したが、今後、薬剤師にはバイオ医薬品や再生

医療に関する知識等が欠かせなくなることを鑑み、C6 のなかで組換え DNA の概

略を修得するように改めた。 

 

【Ｄ衛生薬学】 

 「Ｄ衛生薬学」は「D1 健康」および「D2 環境」で構成され、「薬剤師として

求められる基本的な資質」の中で、主に「基礎的な科学力」と「地域の保健・

医療における実践的能力」を取り扱うとの共通認識のもと、健康と環境に関す

る基本的事項を選定している。医療人養成教育において必要な健康に関する事

項、環境に関する事項を取り入れることによって、将来、医療現場において役
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に立つことを想定して構成している。健康に関する旧コアカリとは順番が異な

っているが、学生が理解しやすいという観点から並べ替えている。具体的には

(1)社会・集団と健康、(2)疾病の予防、(3)栄養と健康の順である。また、D2 に

おいては新たに「化学物質の安全性評価と適正使用」の項目を追加している。

栄養の中の SBO として疾病治療との関連を追加している。 

 

【Ｅ医療薬学】 

Ｅは「薬剤師として求められる基本的な資質」の「6.薬物療法における実践

的能力」「7.地域の保健・医療における実践的能力」の２項目に直結する「薬理、

病態、薬物治療、医薬品情報、患者情報、薬物動態、製剤」について基本的な

知識、技能、態度を修得するためのカリキュラムである。改訂の方針としては

コアカリとして必要なものに整理しつつも、医療の進歩を反映し重要なものは

追加するという方針で作業した。 

薬理、病態・薬物治療については、従来別々の項目として扱ってきたが、今

回は学生の思考プロセスに沿う形で器官別にこれらの３項目をまとめた。また、

薬理と薬物動態が同じ中項目に入っていたものを分離し、「E2 薬理・病態・薬物

治療」の後に配置し分かりやすくした。なお、薬物動態の変動については、「E3 

薬物治療に役立つ情報 (3)個別化医療」に含めた。 

製剤に関連する内容は物理系薬学から「E5 製剤化のサイエンス」に移し、学

生に関連が分かるようにした。製剤に関する技能（製剤を作ることや製剤試験

を行うこと）は削除し、アドバンストへ移行する。また、「旧 C17 医薬品の開発

と生産」の治験・バイオスタティスティクスのうち、法規・制度は「Ｂ薬学と

社会」に移動し、開発から市販後に行われる各種調査・試験とそのために必要

な知識である研究デザインおよび生物統計は医薬品情報に配置した。さらに、

近年の薬剤師の役割の変化を反映させ、「旧 C18 薬学と社会 (3)コミュニティフ

ァーマシー」の「OTC 薬・セルフメディケーション」は薬理・病態・薬物治療に
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移動し、内容を充実させ、症候に関する知識を解釈のレベル（患者情報をもと

に疾患を推測できる ）まで求めた。 

全体を通じて「医薬品の安全性」に注目し、副作用とその対処法、安全性の

研究で重要な観察研究の手法などについても新設し、また内容を充実させた。

動物実験については必要最小限を残した。 

漢方は化学系薬学領域に盛り込まれていたが、実務実習のコアカリでは「薬

局実習」の薬局製剤として扱われ、国家試験では「実務」の領域から出題され

ていた。治療薬としての観点から、漢方を「E2 薬理・病態・薬物治療」のユニ

ットとして記述することとした。 

漢方独自の用語で説明される概念の理解が必要なので、漢方の基本用語を加

え、局方に収載される 24 処方について適応となる証、症状や疾患を加えた。 

 

【Ｆ薬学臨床】 

実務実習事前学習、病院実習、薬局実習と３領域に分かれていた目標を統一

して、「薬剤師として求められる基本的な資質」を臨床の場で確実に身につける

ことを大前提とした目標の分類・提示を行った。目標修得の過程が分かりやす

いように、病院・薬局での実務実習実施前に大学の授業で修得しておくべき目

標については「前）」と表記した。「前）」が付されている SBO のうち技能・態度

に係る授業は、各大学においてシミュレーション等の対応可能な方法により学

修するものである。 

薬剤師になるための準備として２年次修了までに学修しておくことが望まし

い「早期臨床体験」の目標を、医療の担い手に必要な態度を身につける薬学臨

床の基礎の目標として提示した。 

本領域は６年制薬学教育の最終時点で修得すべき目標がほとんどで、Ａから

Ｅ領域までの目標を修得した上で学修する目標が多い。そのため、特にその項

目と関連の深い他領域の項目は参照として提示した。 
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薬剤師の貢献が特に期待されている目標については、より積極的に学修する

ことを目指して目標を設定した。さらに、薬学臨床において幅広く薬物療法を

学修するよう、学修すべき「代表的な疾患」を冒頭に提示し、実習施設で「代

表的な疾患」を持つ患者に広く関わりそれらの薬物療法を実際に体験すること

を促している。また、大学・実習施設での学習方略の自由度を確保するため、

目標は幅広い解釈が可能な表現を多く含んでいるが、最低限共通して確保した

い学習内容について括弧内に例示している。大学や施設によっては「代表的な

疾患」や例示以外にもさらに多くの目標の修得が可能と思われる。別記アドバ

ンストの目標を参考にさらに進んだ学修も積極的に行っていくことが望ましい。 

目標として掲げたものは全ての大学・実習施設で修得が必要な目標であるが、

現状では全国共通に修得できるとは言えない目標もあると考えられる。それら

は本コアカリで学修する学生達が卒業するまでに是非修得してほしい目標であ

り、今後の薬剤師業務の進歩を想定しての目標であって、単独施設での履修が

難しい場合は、複数施設での学修も視野に入れてのものである。 

 

【Ｇ薬学研究】 

旧「卒業実習カリキュラム」の「E1 総合薬学研究」を参考に改訂・策定作業

を行った。本項目の内容は、薬学における研究の位置づけを理解し、研究に必

要な法規範と倫理を遵守して研究を実施し、問題解決能力を培うこととした。

研究は“基礎と臨床”、“ウエット研究とドライ研究”など多種多様であること

から、小項目、GIO、SBO は「薬学研究」に共通するコアな内容にしぼって作成

した。対応する主な「薬剤師に求められる基本的な資質」は、「研究能力」、「薬

剤師としての心構え」、「自己研鑽」などである。「（2）研究に必要な法規範と倫

理」の 3 は、「Ａ基本事項 (2)薬剤師に求められる倫理観 ④研究倫理」の 3 と

同一であるが、その重要性を考慮して再掲した。 
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薬剤師として求められる基本的な資質 

 

豊かな人間性と医療人としての高い使命感を有し、生命の尊さを深く認識し、

生涯にわたって薬の専門家としての責任を持ち、人の命と健康な生活を守るこ

とを通して社会に貢献する。 

６年卒業時に必要とされている資質は以下のとおりである。 

 

（薬剤師としての心構え） 

医療の担い手として、豊かな人間性と、生命の尊厳についての深い認識をもち、

薬剤師の義務及び法令を遵守するとともに、人の命と健康な生活を守る使命感、

責任感及び倫理観を有する。 

 

（患者・生活者本位の視点） 

患者の人権を尊重し、患者及びその家族の秘密を守り、常に患者・生活者の立

場に立って、これらの人々の安全と利益を最優先する。 

 

（コミュニケーション能力） 

患者・生活者、他職種から情報を適切に収集し、これらの人々に有益な情報を

提供するためのコミュニケーション能力を有する。 

 

（チーム医療への参画） 

医療機関や地域における医療チームに積極的に参画し、相互の尊重のもとに薬

剤師に求められる行動を適切にとる。 

 

（基礎的な科学力） 

生体及び環境に対する医薬品・化学物質等の影響を理解するために必要な科学

に関する基本的知識・技能・態度を有する。 
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（薬物療法における実践的能力） 

薬物療法を主体的に計画、実施、評価し、安全で有効な医薬品の使用を推進す

るために、医薬品を供給し、調剤、服薬指導、処方設計の提案等の薬学的管理

を実践する能力を有する。 

 

（地域の保健・医療における実践的能力） 

地域の保健、医療、福祉、介護及び行政等に参画・連携して、地域における人々

の健康増進、公衆衛生の向上に貢献する能力を有する。 

 

（研究能力） 

薬学・医療の進歩と改善に資するために、研究を遂行する意欲と問題発見・解

決能力を有する。 

 

（自己研鑽） 

薬学・医療の進歩に対応するために、医療と医薬品を巡る社会的動向を把握し、

生涯にわたり自己研鑽を続ける意欲と態度を有する。 

 

（教育能力） 

次世代を担う人材を育成する意欲と態度を有する。 

 

 

 

 

 

 

 

- 17 -



 

 

- 18 -



 
 

 

A 基本事項 

 
（1）薬剤師の使命 

GIO 医療と薬学の歴史を認識するとともに、国民の健康管理、医療安全、薬害防止に

おける役割を理解し、薬剤師としての使命感を身につける。 

【①医療人として】 
1. 常に患者・生活者の視点に立ち、医療の担い手としてふさわしい態度で行動する。（態度） 
2. 患者・生活者の健康の回復と維持に積極的に貢献することへの責任感を持つ。（態度） 
3. チーム医療や地域保健・医療・福祉を担う一員としての責任を自覚し行動する。（態度） 
4. 患者・患者家族・生活者が求める医療人について、自らの考えを述べる。（知識・態度） 
5. 生と死を通して、生きる意味や役割について、自らの考えを述べる。（知識・態度） 
6. 一人の人間として、自分が生きている意味や役割を問い直し、自らの考えを述べる。（知識・態度） 
7. 様々な死生観・価値観・信条等を受容することの重要性について、自らの言葉で説明する。（知識・

態度） 

【②薬剤師が果たすべき役割】 
1. 患者・生活者のために薬剤師が果たすべき役割を自覚する。（態度） 
2. 薬剤師の活動分野（医療機関、薬局、製薬企業、衛生行政等）と社会における役割について説明で

きる。 
3. 医薬品の適正使用における薬剤師の役割とファーマシューティカルケアについて説明できる。 
4. 医薬品の効果が確率論的であることを説明できる。 
5. 医薬品の創製（研究開発、生産等）における薬剤師の役割について説明できる。 
6. 健康管理、疾病予防、セルフメディケーション及び公衆衛生における薬剤師の役割について説明で

きる。 
7. 薬物乱用防止、自殺防止における薬剤師の役割について説明できる。 
8. 現代社会が抱える課題（少子・超高齢社会等）に対して、薬剤師が果たすべき役割を提案する。（知

識・態度） 

【③患者安全と薬害の防止】 
1. 医薬品のリスクを認識し、患者を守る責任と義務を自覚する。（態度） 
2. WHOによる患者安全の考え方について概説できる。 
3. 医療に関するリスクマネジメントにおける薬剤師の責任と義務を説明できる。 
4. 医薬品が関わる代表的な医療過誤やインシデントの事例を列挙し、その原因と防止策を説明できる。 
5. 重篤な副作用の例について、患者や家族の苦痛を理解し、これらを回避するための手段を討議する。

（知識・態度） 
6. 代表的な薬害の例（サリドマイド、スモン、非加熱血液製剤、ソリブジン等）について、その原因

と社会的背景及びその後の対応を説明できる。 
7. 代表的な薬害について、患者や家族の苦痛を理解し、これらを回避するための手段を討議する。（知

識・態度） 
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【④薬学の歴史と未来】 
1. 薬学の歴史的な流れと医療において薬学が果たしてきた役割について説明できる。 
2. 薬物療法の歴史と、人類に与えてきた影響について説明できる。 
3. 薬剤師の誕生から現在までの役割の変遷の歴史（医薬分業を含む）について説明できる。 
4. 将来の薬剤師と薬学が果たす役割について討議する。（知識・態度） 

 
（2）薬剤師に求められる倫理観 

GIO 倫理的問題に配慮して主体的に行動するために、生命・医療に係る倫理観を身に

つけ、医療の担い手としての感性を養う。 

【①生命倫理】 
1. 生命の尊厳について、自らの言葉で説明できる。（知識・態度） 
2. 生命倫理の諸原則（自律尊重、無危害、善行、正義等）について説明できる。 
3. 生と死に関わる倫理的問題について討議し、自らの考えを述べる。（知識・態度） 
4. 科学技術の進歩、社会情勢の変化に伴う生命観の変遷について概説できる。 

【②医療倫理】 
1. 医療倫理に関する規範（ジュネーブ宣言等）について概説できる。 
2. 薬剤師が遵守すべき倫理規範（薬剤師綱領、薬剤師倫理規定等）について説明できる。 
3. 医療の進歩に伴う倫理的問題について説明できる。 

【③患者の権利】 
1. 患者の価値観、人間性に配慮することの重要性を認識する。（態度） 
2. 患者の基本的権利の内容（リスボン宣言等）について説明できる。 
3. 患者の自己決定権とインフォームドコンセントの意義について説明できる。 
4. 知り得た情報の守秘義務と患者等への情報提供の重要性を理解し、適切な取扱いができる。（知識・

技能・態度） 

【④研究倫理】 
1. 臨床研究における倫理規範（ヘルシンキ宣言等）について説明できる。 
2. 「ヒトを対象とする研究において遵守すべき倫理指針」について概説できる。 
3. 正義性、社会性、誠実性に配慮し、法規範を遵守して研究に取り組む。（態度） 

 
（3）信頼関係の構築 

GIO 患者・生活者、他の職種との対話を通じて相手の心理、立場、環境を理解し、信

頼関係を構築するために役立つ能力を身につける。 

【①コミュニケーション】 
1. 意思、情報の伝達に必要な要素について説明できる。 
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2. 言語的及び非言語的コミュニケーションについて説明できる。 
3. 相手の立場、文化、習慣等によって、コミュニケーションの在り方が異なることを例を挙げて説明

できる。 
4. 対人関係に影響を及ぼす心理的要因について概説できる。 
5. 相手の心理状態とその変化に配慮し、対応する。（態度） 
6. 自分の心理状態を意識して、他者と接することができる。（態度） 
7. 適切な聴き方、質問を通じて相手の考えや感情を理解するように努める。（技能・態度） 
8. 適切な手段により自分の考えや感情を相手に伝えることができる。（技能・態度） 
9. 他者の意見を尊重し、協力してよりよい解決法を見出すことができる。（知識・技能・態度） 

【②患者・生活者と薬剤師】 
1. 患者や家族、周囲の人々の心身に及ぼす病気やケアの影響について説明できる。 
2. 患者・家族・生活者の心身の状態や多様な価値観に配慮して行動する。（態度） 

 
（4）多職種連携協働とチーム医療 

GIO 医療・福祉・行政・教育機関及び関連職種の連携の必要性を理解し、チームの一

員としての在り方を身につける。 

1. 保健、医療、福祉、介護における多職種連携協働及びチーム医療の意義について説明できる。 
2. 多職種連携協働に関わる薬剤師、各職種及び行政の役割について説明できる。 
3. チーム医療に関わる薬剤師、各職種、患者・家族の役割について説明できる。 
4. 自己の能力の限界を認識し、状況に応じて他者に協力・支援を求める。（態度） 
5. チームワークと情報共有の重要性を理解し、チームの一員としての役割を積極的に果たすように努

める。（知識・態度） 
 
（5）自己研鑽と次世代を担う人材の育成 

GIO 生涯にわたって自ら学ぶことの必要性・重要性を理解し、修得した知識・技能・

態度を確実に次世代へ継承する意欲と行動力を身につける。 

【①学習の在り方】 

1. 医療・福祉・医薬品に関わる問題、社会的動向、科学の進歩に常に目を向け、自ら課題を見出し、
解決に向けて努力する。（態度） 

2. 講義、国内外の教科書・論文、検索情報等の内容について、重要事項や問題点を抽出できる。（技
能） 

3. 必要な情報を的確に収集し、信憑性について判断できる。（知識・技能） 
4. 得られた情報を論理的に統合・整理し、自らの考えとともに分かりやすく表現できる。（技能） 
5. インターネット上の情報が持つ意味・特徴を知り、情報倫理、情報セキュリティに配慮して活用で

きる。（知識・態度） 
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【②薬学教育の概要】 

1. 「薬剤師として求められる基本的な資質」について、具体例を挙げて説明できる。 
2. 薬学が総合科学であることを認識し、薬剤師の役割と学習内容を関連づける。（知識・態度） 

【③生涯学習】 

1. 生涯にわたって自ら学習する重要性を認識し、その意義について説明できる。 
2. 生涯にわたって継続的に学習するために必要な情報を収集できる。（技能） 

【④次世代を担う人材の育成】 

1. 薬剤師の使命に後輩等の育成が含まれることを認識し、ロールモデルとなるように努める。（態度） 
2. 後輩等への適切な指導を実践する。（技能・態度） 

 
  

- 22 -



 
 

 

B 薬学と社会 

GIO 人と社会に関わる薬剤師として自覚を持って行動するために、保健・医療・福祉

に係る法規範・制度・経済、及び地域における薬局と薬剤師の役割を理解し、義

務及び法令を遵守する態度を身につける。 

 
（1）人と社会に関わる薬剤師 

GIO 人の行動や考え方、社会の仕組みを理解し、人・社会と薬剤師の関わりを認識す

る。 
 

1. 人の行動がどのような要因によって決定されるのかについて説明できる。 
2. 人・社会が医薬品に対して抱く考え方や思いの多様性について討議する。（態度） 
3. 人・社会の視点から薬剤師を取り巻く様々な仕組みと規制について討議する。（態度） 
4. 薬剤師が倫理規範や法令を守ることの重要性について討議する。（態度） 
5. 倫理規範や法令に則した行動を取る。（態度） 

 
（2）薬剤師と医薬品等に係る法規範 

GIO 調剤、医薬品等（医薬品、医薬部外品、化粧品、医療機器、再生医療等製品）の

供給、その他薬事衛生に係る任務を薬剤師として適正に遂行するために必要な法

規範とその意義を理解する。 

【①薬剤師の社会的位置づけと責任に係る法規範】 
1. 薬剤師に関わる法令とその構成について説明できる。 
2. 薬剤師免許に関する薬剤師法の規定について説明できる。 
3. 薬剤師の任務や業務に関する薬剤師法の規定とその意義について説明できる。 
4. 薬剤師以外の医療職種の任務に関する法令の規定について概説できる。 
5. 医療の理念と医療の担い手の責務に関する医療法の規定とその意義について説明できる。 
6. 医療提供体制に関する医療法の規定とその意義について説明できる。 
7. 個人情報の取扱いについて概説できる。 
8. 薬剤師の刑事責任、民事責任（製造物責任を含む）について概説できる。 

【②医薬品等の品質、有効性及び安全性の確保に係る法規範】 
1. 「医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律」の目的及び医薬品等（医

薬品（薬局医薬品、要指導医薬品、一般用医薬品）、医薬部外品、化粧品、医療機器、再生医療等

製品）の定義について説明できる。 
2. 医薬品の開発から承認までのプロセスと法規範について概説できる。 
3. 治験の意義と仕組みについて概説できる。 
4. 医薬品等の製造販売及び製造に係る法規範について説明できる。 
5. 製造販売後調査制度及び製造販売後安全対策について説明できる。 
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6. 薬局、医薬品販売業及び医療機器販売業に係る法規範について説明できる。 
7. 医薬品等の取扱いに関する「医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律」

の規定について説明できる。 
8. 日本薬局方の意義と構成について説明できる。 
9. 生物由来製品の取扱いと血液供給体制に係る法規範について説明できる。 
10. 健康被害救済制度について説明できる。 
11. レギュラトリーサイエンスの必要性と意義について説明できる。 

【③特別な管理を要する薬物等に係る法規範】 
1. 麻薬、向精神薬、覚醒剤原料等の取扱いに係る規定について説明できる。 
2. 覚醒剤、大麻、あへん、指定薬物等の乱用防止規制について概説できる。 
3. 毒物劇物の取扱いに係る規定について概説できる。 

 
（3）社会保障制度と医療経済 

GIO 社会保障制度のもとで提供される医療と福祉について、現状と課題を認識すると

ともに、薬剤師が担う役割とその意義を理解する。 

【①医療、福祉、介護の制度】 
1. 日本の社会保障制度の枠組みと特徴について説明できる。 
2. 医療保険制度について説明できる。 
3. 療養担当規則について説明できる。 
4. 公費負担医療制度について概説できる。 
5. 介護保険制度について概説できる。 
6. 薬価基準制度について概説できる。 
7. 調剤報酬、診療報酬及び介護報酬の仕組みについて概説できる。 

  
【②医薬品と医療の経済性】 

1. 医薬品の市場の特徴と流通の仕組みについて概説できる。 
2. 国民医療費の動向について概説できる。 
3. 後発医薬品とその役割について説明できる。 
4. 薬物療法の経済評価手法について概説できる。 

 
（4）地域における薬局と薬剤師 

GIO 地域の保健、医療、福祉について、現状と課題を認識するとともに、その質を向

上させるための薬局及び薬剤師の役割とその意義を理解する。 

【①地域における薬局の役割】 
1. 地域における薬局の機能と業務について説明できる。 
2. 医薬分業の意義と動向を説明できる。 
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3. かかりつけ薬局・薬剤師による薬学的管理の意義について説明できる。 
4. セルフメディケーションにおける薬局の役割について説明できる。 
5. 災害時の薬局の役割について説明できる。 
6. 医療費の適正化に薬局が果たす役割について説明できる。 

【②地域における保健、医療、福祉の連携体制と薬剤師】 
1. 地域包括ケアの理念について説明できる。 
2. 在宅医療及び居宅介護における薬局と薬剤師の役割について説明できる。 
3. 学校薬剤師の役割について説明できる。 
4. 地域の保健、医療、福祉において利用可能な社会資源について概説できる。 
5. 地域から求められる医療提供施設、福祉施設及び行政との連携について討議する。（知識・態度） 
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C 薬学基礎 

 
C1 物質の物理的性質 

GIO 物質の物理的性質を理解するために、原子・分子の構造、熱力学、反応速度論な

どに関する基本的事項を身につける。 

 
（1）物質の構造 

GIO 物質を構成する原子・分子の構造、および化学結合に関する基本的事項を修得す

る。 
 
【① 化学結合】 

1. 化学結合の様式について説明できる。 

2. 分子軌道の基本概念および軌道の混成について説明できる。 

3. 共役や共鳴の概念を説明できる。 

 

【② 分子間相互作用】 

1. ファンデルワールス力について説明できる。 
2. 静電相互作用について例を挙げて説明できる。 
3. 双極子間相互作用について例を挙げて説明できる。 
4. 分散力について例を挙げて説明できる。 
5. 水素結合について例を挙げて説明できる。 
6. 電荷移動相互作用について例を挙げて説明できる。 
7. 疎水性相互作用について例を挙げて説明できる。 

 
【③原子・分子の挙動】 

1. 電磁波の性質および物質との相互作用を説明できる。 

2. 分子の振動、回転、電子遷移について説明できる。 

3. 電子や核のスピンとその磁気共鳴について説明できる。 

4. 光の屈折、偏光、および旋光性について説明できる。 

5. 光の散乱および干渉について説明できる。 

6. 結晶構造と回折現象について概説できる。 

 

【④放射線と放射能】 

1. 原子の構造と放射壊変について説明できる。 

2. 電離放射線の種類を列挙し、それらの性質および物質との相互作用について説明できる。 

3. 代表的な放射性核種の物理的性質について説明できる。 

4. 核反応および放射平衡について説明できる。 

5. 放射線測定の原理と利用について概説できる。 
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（2）物質のエネルギーと平衡 

GIO 物質の状態を理解するために、熱力学に関する基本的事項を修得する。 
 
【①気体の微視的状態と巨視的状態】 

1. ファンデルワールスの状態方程式について説明できる。 

2. 気体の分子運動とエネルギーの関係について説明できる。 

3. エネルギーの量子化とボルツマン分布について説明できる。 

 

【②エネルギー】 

1. 熱力学における系、外界、境界について説明できる。 

2. 熱力学第一法則を説明できる。 

3. 状態関数と経路関数の違いを説明できる。 

4. 定圧過程、定容過程、等温過程、断熱過程を説明できる。 

5. 定容熱容量および定圧熱容量について説明できる。 

6. エンタルピーについて説明できる。 

7. 化学変化に伴うエンタルピー変化について説明できる。 

 

【③自発的な変化】 

1. エントロピーについて説明できる。 

2. 熱力学第二法則について説明できる。 

3. 熱力学第三法則について説明できる。 

4. ギブズエネルギーについて説明できる。 

5. 熱力学関数を使い、自発的な変化の方向と程度を予測できる。 

 

【④化学平衡の原理】 

1. ギブズエネルギーと化学ポテンシャルの関係を説明できる。 

2. ギブズエネルギーと平衡定数の関係を説明できる。 

3. 平衡定数に及ぼす圧力および温度の影響について説明できる。 

4. 共役反応の原理について説明できる。 

 
【⑤相平衡】 

1. 相変化に伴う熱の移動について説明できる。 

2. 相平衡と相律について説明できる。 

3. 状態図について説明できる。 

 

【⑥溶液の性質】 

1. 希薄溶液の束一的性質について説明できる。 

2. 活量と活量係数について説明できる。 
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3. 電解質溶液の電気伝導率およびモル伝導率の濃度による変化を説明できる。 

4. イオン強度について説明できる。 

 

【⑦電気化学】 

1. 起電力とギブズエネルギーの関係について説明できる。 

2. 電極電位（酸化還元電位）について説明できる。 

 
（3）物質の変化 

GIO 物質の変換過程を理解するために、反応速度論に関する基本的事項を修得する。 

 
【①反応速度】 

1. 反応次数と速度定数について説明できる。 

2. 微分型速度式を積分型速度式に変換できる。（知識・技能） 

3. 代表的な反応次数の決定法を列挙し、説明できる。 

4. 代表的な(擬)一次反応の反応速度を測定し、速度定数を求めることができる。（技能） 

5. 代表的な複合反応（可逆反応、平行反応、連続反応など）の特徴について説明できる。 

6. 反応速度と温度との関係を説明できる。 

7. 代表的な触媒反応（酸・塩基触媒反応、酵素反応など）について説明できる。 

  

- 28 -



 
 

 

C2 化学物質の分析 

GIO 化学物質（医薬品を含む）を適切に分析できるようになるために、物質の定性、

定量に関する基本的事項を修得する。 

 
（1）分析の基礎 

GIO 化学物質の分析に用いる器具の使用法と得られる測定値の取り扱いに関する基本

的事項を修得する。 
 
【①分析の基本】 

1. 分析に用いる器具を正しく使用できる。（知識・技能） 

2. 測定値を適切に取り扱うことができる。（知識・技能） 

3. 分析法のバリデーションについて説明できる。 

 
（2）溶液中の化学平衡 

GIO 溶液中の化学平衡に関する基本的事項を修得する。 

 

【① 酸・塩基平衡】 

1.   酸・塩基平衡の概念について説明できる。 
2.  pH および解離定数について説明できる。（知識・技能） 
3.   溶液の pH を測定できる。（技能） 
4.   緩衝作用や緩衝液について説明できる。 

 

【②各種の化学平衡】 

1. 錯体・キレート生成平衡について説明できる。 

2. 沈殿平衡について説明できる。 

3. 酸化還元平衡について説明できる。 

4. 分配平衡について説明できる。 

 
（3）化学物質の定性分析・定量分析 

GIO 化学物質の定性分析および定量分析に関する基本的事項を修得する。 

 

【① 定性分析】 

1. 代表的な無機イオンの定性反応を説明できる。 

2. 日本薬局方収載の代表的な医薬品の確認試験を列挙し、その内容を説明できる。 

 

【②定量分析（容量分析・重量分析）】 
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1. 中和滴定（非水滴定を含む）の原理、操作法および応用例を説明できる。 

2. キレート滴定の原理、操作法および応用例を説明できる。 

3. 沈殿滴定の原理、操作法および応用例を説明できる。 

4. 酸化還元滴定の原理、操作法および応用例を説明できる。 

5. 日本薬局方収載の代表的な医薬品の容量分析を実施できる。（知識・技能） 

6. 日本薬局方収載の代表的な純度試験を列挙し、その内容を説明できる。 

7. 日本薬局方収載の重量分析法の原理および操作法を説明できる。 

 
（4）機器を用いる分析法 

GIO 機器を用いる分析法の原理とその応用に関する基本的事項を修得する。 

 

【① 分光分析法】 

1. 紫外可視吸光度測定法の原理および応用例を説明できる。 

2. 蛍光光度法の原理および応用例を説明できる。 

3. 赤外吸収（IR）スペクトル測定法の原理および応用例を説明できる。 

4. 原子吸光光度法、誘導結合プラズマ（ICP）発光分光分析法および ICP 質量分析法の原理および応

用例を説明できる。 

5. 旋光度測定法（旋光分散）の原理および応用例を説明できる。 

6. 分光分析法を用いて、日本薬局方収載の代表的な医薬品の分析を実施できる。（技能） 

 

【②核磁気共鳴（NMR）スペクトル測定法】 

1. 核磁気共鳴（NMR）スペクトル測定法の原理および応用例を説明できる。 

 

【③質量分析法】 

1. 質量分析法の原理および応用例を説明できる。 

 

【④Ｘ線分析法】 

1. Ｘ線結晶解析の原理および応用例を概説できる。 

2. 粉末Ｘ線回折測定法の原理と利用法について概説できる。 

 

【⑤熱分析】 

1. 熱重量測定法の原理を説明できる。 

2. 示差熱分析法および示差走査熱量測定法について説明できる。 

 
（5）分離分析法 

GIO 分離分析法に関する基本的事項を修得する。 

 

【① クロマトグラフィー】 
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1. クロマトグラフィーの分離機構を説明できる。 

2. 薄層クロマトグラフィーの特徴と代表的な検出法を説明できる。 

3. 液体クロマトグラフィーの特徴と代表的な検出法を説明できる。 

4. ガスクロマトグラフィーの特徴と代表的な検出法を説明できる。 

5. クロマトグラフィーを用いて試料を定性・定量できる。（知識・技能） 

 

【②電気泳動法】 

1. 電気泳動法の原理および応用例を説明できる。 

 
（6）臨床現場で用いる分析技術 

GIO 臨床現場で用いる代表的な分析技術に関する基本的事項を修得する。 

 

【① 分析の準備】 

1. 分析目的に即した試料の前処理法を説明できる。 

2. 臨床分析における精度管理および標準物質の意義を説明できる。 

 

【②分析技術】 

1. 臨床分析で用いられる代表的な分析法を列挙できる。 

2. 免疫化学的測定法の原理を説明できる。 

3. 酵素を用いた代表的な分析法の原理を説明できる。 

4. 代表的なドライケミストリーについて概説できる。 

5. 代表的な画像診断技術（X線検査、MRI、超音波、内視鏡検査、核医学検査など）について概説でき

る。 
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C3 化学物質の性質と反応 

GIO 化学物質を理解できるようになるために、代表的な有機化合物の構造、性質、反

応、分離法、構造決定法、および無機化合物の構造と性質に関する基本的事項を

修得する。 

 
（1）化学物質の基本的性質 

GIO 基本的な有機化合物の命名法、電子配置、反応、立体構造などに関する基本的事

項を修得する。 

 
【①基本事項】 

1. 代表的な化合物を IUPAC 規則に基づいて命名することができる。 

2. 薬学領域で用いられる代表的な化合物を慣用名で記述できる。 

3. 基本的な化合物を、ルイス構造式で書くことができる。 

4. 有機化合物の性質と共鳴の関係について説明できる。 

5. ルイス酸・塩基、ブレンステッド酸・塩基を定義することができる。 

6. 基本的な有機反応（置換、付加、脱離）の特徴を理解し、分類できる。 

7. 炭素原子を含む反応中間体（カルボカチオン、カルボアニオン、ラジカル）の構造と性質を説明で

きる。 

8. 反応の過程を、エネルギー図を用いて説明できる。 

9. 基本的な有機反応機構を、電子の動きを示す矢印を用いて表すことができる。(技能)  

 

【②有機化合物の立体構造】 

1. 構造異性体と立体異性体の違いについて説明できる。 

2. キラリティーと光学活性の関係を概説できる。 

3. エナンチオマーとジアステレオマーについて説明できる。 

4. ラセミ体とメソ体について説明できる。 

5. 絶対配置の表示法を説明し、キラル化合物の構造を書くことができる。(知識、技能) 

6. 炭素―炭素二重結合の立体異性（cis, trans ならびに E,Z 異性）について説明できる。 

7. フィッシャー投影式とニューマン投影式を用いて有機化合物の構造を書くことができる。(技能) 

8. エタン、ブタンの立体配座とその安定性について説明できる。 

 
（2）有機化合物の基本骨格の構造と反応 

GIO 有機化合物の基本骨格となる脂肪族および芳香族化合物の構造、性質、反応性な

どに関する基本的事項を修得する。  

 
【①アルカン】 

1. アルカンの基本的な性質について説明できる。 
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2. アルカンの構造異性体を図示することができる。(技能) 

3. シクロアルカンの環のひずみを決定する要因について説明できる。 

4. シクロヘキサンのいす形配座における水素の結合方向（アキシアル、エクアトリアル）を図示でき

る。(技能) 

5. 置換シクロヘキサンの安定な立体配座を決定する要因について説明できる。 

 

【②アルケン・アルキン】 

1. アルケンへの代表的な付加反応を列挙し、その特徴を説明できる。 

2. アルケンの代表的な酸化、還元反応を列挙し、その特徴を説明できる。 

3. アルキンの代表的な反応を列挙し、その特徴を説明できる。 

 

【③芳香族化合物】 

1. 代表的な芳香族炭化水素化合物の性質と反応性を説明できる。 

2. 芳香族性の概念を説明できる。 

3. 芳香族炭化水素化合物の求電子置換反応の反応性、配向性、置換基の効果について説明できる。 

4. 代表的な芳香族複素環化合物の性質を芳香族性と関連づけて説明できる。 

5. 代表的な芳香族複素環の求電子置換反応の反応性、配向性、置換基の効果について説明できる。 

 
（3）官能基の性質と反応 

GIO 官能基を有する有機化合物の性質、反応性に関する基本的事項を修得する。 

 

【①概説】 

1. 代表的な官能基を列挙し、性質を説明できる。  

2. 官能基の性質を利用した分離精製を実施できる。（技能） 

 

【②有機ハロゲン化合物】 

1. 有機ハロゲン化合物の基本的な性質と反応を列挙し、説明できる。 

2. 求核置換反応の特徴について説明できる。 

3. 脱離反応の特徴について説明できる。 

 

【③アルコール･フェノール･エーテル】 

1. アルコール、フェノール類の基本的な性質と反応を列挙し、説明できる。 

2. エーテル類の基本的な性質と反応を列挙し、説明できる。 

 

【④アルデヒド・ケトン・カルボン酸・カルボン酸誘導体】 

1. アルデヒド類およびケトン類の基本的な性質と反応を列挙し、説明できる。 

2. カルボン酸の基本的性質と反応を列挙し、説明できる。 

3. カルボン酸誘導体（酸ハロゲン化物、酸無水物、エステル、アミド）の基本的性質と反応を列挙し、

説明できる。  
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【⑤アミン】 

1. アミン類の基本的性質と反応を列挙し、説明できる。 

 

【⑥電子効果】 

1. 官能基が及ぼす電子効果について概説できる。 

 

【⑦酸性度・塩基性度】 

1. アルコール、フェノール、カルボン酸、炭素酸などの酸性度を比較して説明できる。 

2. 含窒素化合物の塩基性度を比較して説明できる。 

 
（4）化学物質の構造決定 

GIO 代表的な機器分析としての核磁気共鳴（NMR）、赤外吸収（IR）、質量分析による構

造決定法の基本的事項を修得する。 

 
【①核磁気共鳴（NMR）】 

1. 1H および 13C NMR スペクトルより得られる情報を概説できる。 

2. 有機化合物中の代表的プロトンについて、おおよその化学シフト値を示すことができる。 

3. 1H NMR の積分値の意味を説明できる。 

4. 1H NMR シグナルが近接プロトンにより分裂（カップリング）する基本的な分裂様式を説明できる。 

5. 代表的な化合物の部分構造を 1H NMR から決定できる。(技能)  

 

【②赤外吸収（IR）】 

1. IR スペクトルより得られる情報を概説できる。 

2. IR スペクトル上の基本的な官能基の特性吸収を列挙し、帰属することができる。（知識・技能） 

 

【③質量分析】 

1. マススペクトルより得られる情報を概説できる。 

2. 測定化合物に適したイオン化法を選択できる。（技能）  

3. ピークの種類（基準ピーク、分子イオンピーク、同位体ピーク、フラグメントピーク）を説明でき

る。 

4. 代表的な化合物のマススペクトルを解析できる。（技能） 

 

【④総合演習】 

1. 代表的な機器分析法を用いて、代表的な化合物の構造決定ができる。（技能） 

 
（5）無機化合物・錯体の構造と性質  

GIO 代表的な無機化合物・錯体(医薬品を含む)の構造、性質に関する基本的事項を修

得する。 
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【①無機化合物・錯体】 

1. 代表的な典型元素と遷移元素を列挙できる。 

2. 代表的な無機酸化物、オキソ化合物の名称、構造、性質を列挙できる。 

3. 活性酸素と窒素酸化物の名称、構造、性質を列挙できる。 

4. 代表的な錯体の名称、構造、基本的な性質を説明できる。 

5. 医薬品として用いられる代表的な無機化合物、および錯体を列挙できる。 
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C4 生体分子・医薬品の化学による理解 

GIO 医薬品の生体内での作用を化学的に理解できるようになるために、医薬品標的お

よび医薬品の構造と性質、生体反応の化学に関する基本的事項を修得する。  

 

（1）医薬品の標的となる生体分子の構造と化学的な性質 

GIO 医薬品の標的となる生体分子の基本構造と、その化学的な性質に関する基本的事

項を修得する。 

 
【①医薬品の標的となる生体高分子の化学構造】 

1. 代表的な生体高分子を構成する小分子（アミノ酸、糖、脂質、ヌクレオチドなど）の構造に基づく

化学的性質を説明できる。 

2. 医薬品の標的となる生体高分子（タンパク質、核酸など）の立体構造とそれを規定する化学結合、

相互作用について説明できる。 

 

【②生体内で機能する小分子】 

1. 細胞膜受容体および細胞内（核内）受容体の代表的な内因性リガンドの構造と性質について概説で

きる。 

2. 代表的な補酵素が酵素反応で果たす役割について、有機反応機構の観点から説明できる。 

3. 活性酸素、一酸化窒素の構造に基づく生体内反応を化学的に説明できる。  

4. 生体内に存在する代表的な金属イオンおよび錯体の機能を化学的に説明できる。 

 
（2）生体反応の化学による理解 

GIO 医薬品の作用の基礎となる生体反応の化学的理解に関する基本的事項を修得す

る。 

 

【①生体内で機能するリン、硫黄化合物】 

1. リン化合物（リン酸誘導体など）および硫黄化合物（チオール、ジスルフィド、チオエステルなど）

の構造と化学的性質を説明できる。 

2. リン化合物（リン酸誘導体など）および硫黄化合物（チオール、ジスルフィド、チオエステルなど）

の生体内での機能を化学的性質に基づき説明できる。 

 

【②酵素阻害剤と作用様式】 

1. 不可逆的酵素阻害薬の作用を酵素の反応機構に基づいて説明できる。 

2. 基質アナログが競合阻害薬となることを酵素の反応機構に基づいて説明できる。 

3. 遷移状態アナログが競合阻害薬となることを酵素の反応機構に基づいて説明できる。 

 

【③受容体のアゴニストおよびアンタゴニスト】 
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1. 代表的な受容体のアゴニスト（作用薬、作動薬、刺激薬）とアンタゴニスト（拮抗薬、遮断薬）と

の相違点について、内因性リガンドの構造と比較して説明できる。 

2. 低分子内因性リガンド誘導体が医薬品として用いられている理由を説明できる。 
 
【④生体内で起こる有機反応】 

1. 代表的な生体分子（脂肪酸、コレステロールなど）の代謝反応を有機化学の観点から説明できる。 

2. 異物代謝の反応（発がん性物質の代謝的活性化など）を有機化学の観点から説明できる。 

 
（3）医薬品の化学構造と性質、作用 

GIO 医薬品に含まれる代表的な構造およびその性質を医薬品の作用と関連づける基本

的事項を修得する。 

 
【①医薬品と生体分子の相互作用】 

1. 医薬品と生体分子との相互作用を化学的な観点（結合親和性と自由エネルギー変化、電子効果、立

体効果など）から説明できる。 

 

【②医薬品の化学構造に基づく性質】 

1. 医薬品の構造からその物理化学的性質（酸性、塩基性、疎水性、親水性など）を説明できる。 

2. プロドラッグなどの薬物動態を考慮した医薬品の化学構造について説明できる。 

 

【③医薬品のコンポーネント】 

1. 代表的な医薬品のファーマコフォアについて概説できる。 

2. バイオアイソスター（生物学的等価体）について、代表的な例を挙げて概説できる。 

3. 医薬品に含まれる代表的な複素環を構造に基づいて分類し、医薬品コンポーネントとしての性質を

説明できる。 

 

【④酵素に作用する医薬品の構造と性質】 

1. ヌクレオシドおよび核酸塩基アナログを有する代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質につ

いて説明できる。 

2. フェニル酢酸、フェニルプロピオン酸構造などをもつ代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性

質について説明できる。 

3. スルホンアミド構造をもつ代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質について説明できる。 

4. キノロン骨格をもつ代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質について説明できる。 

5. β-ラクタム構造をもつ代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質について説明できる。 

6. ペプチドアナログの代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質について説明できる。 

 

【⑤受容体に作用する医薬品の構造と性質】 

1. カテコールアミン骨格を有する代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質について説明できる。 

2. アセチルコリンアナログの代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質について説明できる。 
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3. ステロイドアナログの代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質について説明できる。 

4. ベンゾジアゼピン骨格およびバルビタール骨格を有する代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性

質について説明できる。 

5. オピオイドアナログの代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質について説明できる。 

 

【⑥DNA に作用する医薬品の構造と性質】 

1. DNA と結合する医薬品（アルキル化剤、シスプラチン類）を列挙し、それらの化学構造と反応機構を

説明できる。 

2. DNA にインターカレートする医薬品を列挙し、それらの構造上の特徴を説明できる。 

3. DNA 鎖を切断する医薬品を列挙し、それらの構造上の特徴を説明できる。 

 

【⑦イオンチャネルに作用する医薬品の構造と性質】 

1. イオンチャネルに作用する医薬品の代表的な基本構造（ジヒドロピリジンなど）の特徴を説明でき

る。 
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C5 自然が生み出す薬物 

GIO 自然界に存在する物質を医薬品として利用できるようになるために、代表的な生

薬の基原、特色、臨床応用および天然生物活性物質の単離、構造、物性、作用な

どに関する基本的事項を修得する。 

 

（1）薬になる動植鉱物 

GIO 基原、性状、含有成分、品質評価などに関する基本的事項を修得する。 

 
【①薬用植物】 

1. 代表的な薬用植物の学名、薬用部位、薬効などを挙げることができる。 

2. 代表的な薬用植物を外部形態から説明し、区別できる。（知識、技能） 

3. 植物の主な内部形態について説明できる。 

4. 法律によって取り扱いが規制されている植物（ケシ、アサ）の特徴を説明できる。 

 

【②生薬の基原】 

1. 日本薬局方収載の代表的な生薬（植物、動物、藻類、菌類由来）を列挙し、その基原、薬用部位を

説明できる。 
 

【③生薬の用途】 

1. 日本薬局方収載の代表的な生薬（植物、動物、藻類、菌類、鉱物由来）の薬効、成分、用途などを

説明できる。 

2. 副作用や使用上の注意が必要な代表的な生薬を列挙し、説明できる。 
 
【④生薬の同定と品質評価】 

1. 生薬の同定と品質評価法について概説できる。 

2. 日本薬局方の生薬総則および生薬試験法について説明できる。 

3. 代表的な生薬を鑑別できる。（技能） 
4. 代表的な生薬の確認試験を説明できる。 

5. 代表的な生薬の純度試験を説明できる。 
 
（2）薬の宝庫としての天然物 

GIO 医薬品資源としての天然生物活性物質を構造によって分類・整理するとともに、

天然生物活性物質の利用に関する基本的事項を修得する。 

 

【①生薬由来の生物活性物質の構造と作用】 

1. 生薬由来の代表的な生物活性物質を化学構造に基づいて分類し、それらの生合成経路を概説できる。 

2. 脂質や糖質に分類される生薬由来の代表的な生物活性物質を列挙し、その作用を説明できる。 
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3. 芳香族化合物に分類される生薬由来の代表的な生物活性物質を列挙し、その作用を説明できる。 

4. テルペノイド、ステロイドに分類される生薬由来の代表的な生物活性物質を列挙し、その作用を説

明できる。 

5. アルカロイドに分類される生薬由来の代表的な生物活性物質を列挙し、その作用を説明できる。 

 

【②微生物由来の生物活性物質の構造と作用】 

1. 微生物由来の生物活性物質を化学構造に基づいて分類できる。 

2. 微生物由来の代表的な生物活性物質を列挙し、その作用を説明できる。 

 

【③天然生物活性物質の取扱い】 

1. 天然生物活性物質の代表的な抽出法、分離精製法を概説し、実施できる。（知識、技能） 
 

【④天然生物活性物質の利用】 

1. 医薬品として使われている代表的な天然生物活性物質を列挙し、その用途を説明できる。 

2. 天然生物活性物質を基に化学修飾等により開発された代表的な医薬品を列挙し、その用途、リード

化合物を説明できる。 

3. 農薬や香粧品などとして使われている代表的な天然生物活性物質を列挙し、その用途を説明できる。 
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C6 生命現象の基礎 

GIO 生命現象を細胞レベル、分子レベルで理解できるようになるために、生命体の最

小単位である細胞の成り立ちや生命現象を担う分子に関する基本的事項を修得す

る。 

 

（1）細胞の構造と機能 

GIO 細胞膜、細胞小器官、細胞骨格などの構造と機能に関する基本的事項を修得する。 

 

【①細胞膜】 

1. 細胞膜を構成する代表的な生体成分を列挙し、その機能を分子レベルで説明できる。 

2. エンドサイトーシスとエキソサイトーシスについて説明できる。 

 

【②細胞小器官】 

1. 細胞小器官（核、ミトコンドリア、小胞体、リソソーム、ゴルジ体、ペルオキシソームなど）やリ

ボソームの構造と機能を説明できる。 

 

【③細胞骨格】 

1. 細胞骨格の構造と機能を説明できる。 

 

（2）生命現象を担う分子 

GIO 生命現象を担う分子の構造、性質、役割に関する基本的事項を修得する。 

 

【① 脂質】 

1. 代表的な脂質の種類、構造、性質、役割を説明できる。 

 

【②糖質】 

1. 代表的な単糖、二糖の種類、構造、性質、役割を説明できる。 

2. 代表的な多糖の種類、構造、性質、役割を説明できる。 

 

【③アミノ酸】 

1. アミノ酸を列挙し、その構造に基づいて性質を説明できる。 

 

【④タンパク質】 

1. タンパク質の構造（一次、二次、三次、四次構造）と性質を説明できる。 

 

【⑤ヌクレオチドと核酸】 

1. ヌクレオチドと核酸（DNA、RNA）の種類、構造、性質を説明できる。 
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【⑥ビタミン】 

1. 代表的なビタミンの種類、構造、性質、役割を説明できる。 

 

【⑦微量元素】 

1. 代表的な必須微量元素の種類、役割を説明できる。 

 

【⑧生体分子の定性、定量】 

1. 脂質、糖質、アミノ酸、タンパク質、もしくは核酸の定性または定量試験を実施できる。（技能） 

 
（3）生命活動を担うタンパク質 

GIO 生命活動を担うタンパク質の構造、性質、機能、代謝に関する基本的事項を修得

する。 

 

【① タンパク質の構造と機能】 

1. 多彩な機能をもつタンパク質（酵素、受容体、シグナル分子、膜輸送体、運搬・輸送タンパク質、

貯蔵タンパク質、構造タンパク質、接着タンパク質、防御タンパク質、調節タンパク質）を列挙し

概説できる。 

 

【②タンパク質の成熟と分解】 

1. タンパク質の翻訳後の成熟過程（細胞小器官間の輸送や翻訳後修飾）について説明できる。 

2. タンパク質の細胞内での分解について説明できる。 

 

【③酵素】 

1. 酵素反応の特性と反応速度論を説明できる。 

2. 酵素反応における補酵素、微量金属の役割を説明できる。 

3. 代表的な酵素活性調節機構を説明できる。 

4. 酵素反応速度を測定し、解析できる。(技能) 

 

【④酵素以外のタンパク質】 

1. 膜輸送体の種類、構造、機能を説明できる。 

2. 血漿リポタンパク質の種類、構造、機能を説明できる。 

 

（4）生命情報を担う遺伝子 

GIO 生命情報を担う遺伝子の複製、発現と、それらの制御に関する基本的事項を修得

する。 

 

【①概論】 
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1. 遺伝情報の保存と発現の流れを説明できる。 

2. DNA、遺伝子、染色体、ゲノムとは何かを説明できる。 

 

【②遺伝情報を担う分子】 

1. 染色体の構造（ヌクレオソーム、クロマチン、セントロメア、テロメアなど）を説明できる。 

2. 遺伝子の構造（プロモーター、エンハンサー、エキソン、イントロンなど）を説明できる。 

3. RNA の種類(hnRNA、mRNA、rRNA、tRNA など)と機能について説明できる。 

 

【③遺伝子の複製】 

1. DNA の複製の過程について説明できる。 

 

【④転写・翻訳の過程と調節】 

1. DNA から RNA への転写の過程について説明できる。 

2. エピジェネティックな転写制御について説明できる。 

3. 転写因子による転写制御について説明できる。 

4. RNA のプロセシング（キャップ構造、スプライシング、snRNP、ポリ A鎖など）について説明できる。 

5. RNA からタンパク質への翻訳の過程について説明できる。 

 

【⑤遺伝子の変異・修復】 

1. DNA の変異と修復について説明できる。 

 

【⑥組換え DNA】 

1. 遺伝子工学技術（遺伝子クローニング、cDNA クローニング、PCR、組換えタンパク質発現法など）を

概説できる。 

2. 遺伝子改変生物（遺伝子導入•欠損動物、クローン動物、遺伝子組換え植物）について概説できる。 

 

（5）生体エネルギーと生命活動を支える代謝系 

GIO 生体エネルギーの産生、貯蔵、利用、およびこれらを担う糖質、脂質、タンパク

質、核酸の代謝に関する基本的事項を修得する。 

 

【① 概論】 

1. エネルギー代謝の概要を説明できる。 

 

【②ATP の産生と糖質代謝】 

1. 解糖系及び乳酸の生成について説明できる。 

2. クエン酸回路(TCA サイクル)について説明できる。 

3. 電子伝達系（酸化的リン酸化）と ATP 合成酵素について説明できる。 

4. グリコーゲンの代謝について説明できる。 

5. 糖新生について説明できる。 
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【③脂質代謝】 

1. 脂肪酸の生合成とβ酸化について説明できる。 

2. コレステロールの生合成と代謝について説明できる。 

 

【④飢餓状態と飽食状態】 

1. 飢餓状態のエネルギー代謝（ケトン体の利用など）について説明できる。 

2. 余剰のエネルギーを蓄えるしくみを説明できる。 

 

【⑤その他の代謝系】 

1. アミノ酸分子中の炭素および窒素の代謝（尿素回路など）について説明できる。 

2. ヌクレオチドの生合成と分解について説明できる。 

3. ペントースリン酸回路について説明できる。 

 

（6）細胞間コミュニケーションと細胞内情報伝達 

GIO 細胞間コミュニケーション及び細胞内情報伝達の方法と役割に関する基本的事項

を修得する。 

 

【① 概論】 

1. 細胞間コミュニケーションにおける情報伝達様式を説明できる。 

 

【②細胞内情報伝達】 

1. 細胞膜チャネル内蔵型受容体を介する細胞内情報伝達について説明できる。 

2. 細胞膜受容体から Gタンパク系を介する細胞内情報伝達について説明できる。 

3. 細胞膜受容体タンパク質などのリン酸化を介する細胞内情報伝達について説明できる。 

4. 細胞内情報伝達におけるセカンドメッセンジャーについて説明できる。 

5. 細胞内（核内）受容体を介する細胞内情報伝達について説明できる。 

 

【③細胞間コミュニケーション】 

1. 細胞間の接着構造、主な細胞接着分子の種類と特徴を説明できる。 

2. 主な細胞外マトリックス分子の種類と特徴を説明できる。 

 

（7）細胞の分裂と死 

GIO 細胞周期と分裂、細胞死に関する基本的事項を修得する。 

 

【①細胞分裂】 

1. 細胞周期とその制御機構について説明できる。 

2. 体細胞と生殖細胞の細胞分裂について説明できる。 
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【②細胞死】 

1. 細胞死（アポトーシスとネクローシス）について説明できる。 

 

【③がん細胞】 

1. 正常細胞とがん細胞の違いについて説明できる。 

2. がん遺伝子とがん抑制遺伝子について概説できる。 
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C7 人体の成り立ちと生体機能の調節 

GIO 人体の成り立ちを個体、器官、細胞の各レベルで理解できるようになるために、

人体の構造、機能、調節に関する基本的事項を修得する。 

 

（1）人体の成り立ち 

GIO 遺伝、発生、および各器官の構造と機能に関する基本的事項を修得する。 

 

【①遺伝】 

1. 遺伝子と遺伝のしくみについて概説できる。 

2. 遺伝子多型について概説できる。 

3. 代表的な遺伝疾患を概説できる。 

 

【②発生】 

1. 個体発生について概説できる。 

2. 細胞の分化における幹細胞、前駆細胞の役割について概説できる。 

 

【③器官系概論】 

1. 人体を構成する器官、器官系の名称、形態、体内での位置および機能を説明できる。 

2. 組織、器官を構成する代表的な細胞の種類（上皮、内皮、間葉系など）を列挙し、形態的および機

能的特徴を説明できる。 

3. 実験動物・人体模型・シミュレーターなどを用いて各種臓器の名称と位置を確認できる。（技能） 

4. 代表的な器官の組織や細胞を顕微鏡で観察できる。（技能） 

 

【④神経系】 

1. 中枢神経系について概説できる。 
2. 末梢（体性・自律）神経系について概説できる。 

 

【⑤骨格系・筋肉系】 

1. 骨、筋肉について概説できる。 

2. 代表的な骨格筋および関節の名称を挙げ、位置を示すことができる。 

 

【⑥皮膚】 

1. 皮膚について概説できる。 

 

【⑦循環器系】 

1. 心臓について概説できる。 

2. 血管系について概説できる。 

3. リンパ管系について概説できる。 
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【⑧呼吸器系】 

1. 肺、気管支について概説できる。 

 

【⑨消化器系】 

1. 胃、小腸、大腸などの消化管について概説できる。 

2. 肝臓、膵臓、胆囊について概説できる。 

 

【⑩泌尿器系】 

1. 泌尿器系について概説できる。 

 

【⑪生殖器系】 

1. 生殖器系について概説できる。 

 

【⑫内分泌系】 

1. 内分泌系について概説できる。 

 

【⑬感覚器系】 

1. 感覚器系について概説できる。 

 

【⑭血液・造血器系】 

1. 血液・造血器系について概説できる。 

 

（2）生体機能の調節 

GIO 生体の維持に関わる情報ネットワークを担う代表的な情報伝達物質の種類、作用

発現機構に関する基本的事項を修得する。 

 

【①神経による調節機構】 

1. 神経細胞の興奮と伝導、シナプス伝達の調節機構について説明できる。 

2. 代表的な神経伝達物質を挙げ、生理活性および作用機構について概説できる。 

3. 神経系、感覚器を介するホメオスタシスの調節機構の代表例を列挙し、概説できる。 

4. 神経による筋収縮の調節機構について説明できる。 

 

【②ホルモン・内分泌系による調節機構】 

1. 代表的なホルモンを挙げ、その産生器官、生理活性および作用機構について概説できる。 

 

【③オータコイドによる調節機構】 

1. 代表的なオータコイドを挙げ、生理活性および作用機構について概説できる。 
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【④サイトカイン・増殖因子による調節機構】 

1. 代表的なサイトカイン、増殖因子を挙げ、生理活性および作用機構について概説できる。 

 

【⑤血圧の調節機構】 

1. 血圧の調節機構について概説できる。 

 

【⑥血糖の調節機構】 

1. 血糖の調節機構について概説できる。 

 

【⑦体液の調節】 

1. 体液の調節機構について概説できる。 

2. 尿の生成機構、尿量の調節機構について概説できる。 

 

【⑧体温の調節】 

1. 体温の調節機構について概説できる。 

 

【⑨血液凝固・線溶系】 

1. 血液凝固・線溶系の機構について概説できる。 

 

【⑩性周期の調節】 

1. 性周期の調節機構について概説できる。 
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C8 生体防御と微生物 

GIO 生体の恒常性が崩れたときに生ずる変化を理解できるようになるために、免疫反

応による生体防御機構とその破綻、および代表的な病原微生物に関する基本的事

項を修得する。 

 

（1）身体をまもる 

GIO ヒトの主な生体防御反応としての免疫応答に関する基本的事項を修得する。 

 

【① 生体防御反応】 

1. 異物の侵入に対する物理的、生理的、化学的バリアー、および補体の役割について説明できる。 

2. 免疫反応の特徴（自己と非自己の識別、特異性、多様性、クローン性、記憶、寛容）を説明できる。 

3. 自然免疫と獲得免疫、および両者の関係を説明できる。 

4. 体液性免疫と細胞性免疫について説明できる。 

 

【②免疫を担当する組織・細胞】 

1. 免疫に関与する組織を列挙し、その役割を説明できる。 

2. 免疫担当細胞の種類と役割を説明できる。 

3. 免疫反応における主な細胞間ネットワークについて説明できる。 

 

【③分子レベルで見た免疫のしくみ】 

1. 自然免疫および獲得免疫における異物の認識を比較して説明できる。 

2. MHC 抗原の構造と機能および抗原提示での役割について説明できる。 

3. T 細胞と B細胞による抗原認識の多様性（遺伝子再構成）と活性化について説明できる。 

4. 抗体分子の基本構造、種類、役割を説明できる。 

5. 免疫系に関わる主なサイトカインを挙げ、その作用を概説できる。 

 

（2）免疫系の制御とその破綻・免疫系の応用 

GIO 免疫応答の制御とその破綻、および免疫反応の臨床応用に関する基本的事項を修

得する。 

 

【① 免疫応答の制御と破綻】 

1. 炎症の一般的症状、担当細胞および反応機構について説明できる。 

2. アレルギーを分類し、担当細胞および反応機構について説明できる。 

3. 自己免疫疾患と免疫不全症候群について概説できる。 

4. 臓器移植と免疫反応の関わり（拒絶反応、免疫抑制剤など）について説明できる。 

5. 感染症と免疫応答との関わりについて説明できる。 

6. 腫瘍排除に関与する免疫反応について説明できる。 
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【② 免疫反応の利用】 

1. ワクチンの原理と種類（生ワクチン、不活化ワクチン、トキソイド、混合ワクチンなど）について

説明できる。 

2. モノクローナル抗体とポリクローナル抗体について説明できる。 

3. 血清療法と抗体医薬について概説できる。 

4. 抗原抗体反応を利用した検査方法（ELISA 法、ウエスタンブロット法など）を実施できる。(技能） 

 

（3）微生物の基本 

GIO 微生物の分類、構造、生活環などに関する基本的事項を修得する。 

 

【① 総論】 

1. 原核生物、真核生物およびウイルスの特徴を説明できる。 

 

【② 細菌】 

1. 細菌の分類や性質（系統学的分類、グラム陽性菌と陰性菌、好気性菌と嫌気性菌など）を説明でき

る。 

2. 細菌の構造と増殖機構について説明できる。 

3. 細菌の異化作用（呼吸と発酵）および同化作用について説明できる。 

4. 細菌の遺伝子伝達（接合、形質導入、形質転換）について説明できる。 

5. 薬剤耐性菌および薬剤耐性化機構について概説できる。 

6. 代表的な細菌毒素について説明できる。 

 

【③ ウイルス】 

1. ウイルスの構造、分類、および増殖機構について説明できる。 

 

【④ 真菌・原虫・蠕虫】 

1. 真菌の性状を概説できる。 

2. 原虫および蠕虫の性状を概説できる。 

 

【⑤ 消毒と滅菌】 

1. 滅菌、消毒および殺菌、静菌の概念を説明できる。 

2. 主な滅菌法および消毒法について説明できる。 

 

【⑥ 検出方法】 

1. グラム染色を実施できる。（技能） 

2. 無菌操作を実施できる。（技能） 

3. 代表的な細菌または真菌の分離培養、純培養を実施できる。（技能） 
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（4）病原体としての微生物 

GIO ヒトと微生物の関わりおよび病原微生物に関する基本的事項を修得する。 

 

【①感染の成立と共生】 

1. 感染の成立（感染源、感染経路、侵入門戸など）と共生（腸内細菌など）について説明できる。 

2. 日和見感染と院内感染について説明できる。 

 

【②代表的な病原体】 

1. DNA ウイルス（ヒトヘルペスウイルス、アデノウイルス、パピローマウイルス、B 型肝炎ウイルスな

ど）について概説できる。 

2. RNA ウイルス（ノロウイルス、ロタウイルス、ポリオウイルス、コクサッキーウイルス、エコーウイ

ルス、ライノウイルス、Ａ型肝炎ウイルス、C型肝炎ウイルス、インフルエンザウイルス、麻疹ウイ

ルス、風疹ウイルス、日本脳炎ウイルス、狂犬病ウイルス、ムンプスウイルス、HIV、HTLV など）に

ついて概説できる。 

3. グラム陽性球菌（ブドウ球菌、レンサ球菌など）およびグラム陽性桿菌（破傷風菌、ガス壊疽菌、

ボツリヌス菌、ジフテリア菌、炭疽菌、セレウス菌、ディフィシル菌など）について概説できる。 

4. グラム陰性球菌（淋菌、髄膜炎菌など）およびグラム陰性桿菌（大腸菌、赤痢菌、サルモネラ属菌、

チフス菌、エルシニア属菌、クレブシエラ属菌、コレラ菌、百日咳菌、腸炎ビブリオ、緑膿菌、レ

ジオネラ、インフルエンザ菌など）について概説できる。 

5. グラム陰性らせん菌（ヘリコバクター・ピロリ、カンピロバクター・ジェジュニ／コリなど）およ

びスピロヘータについて概説できる。 

6. 抗酸菌（結核菌、らい菌など）について概説できる。 

7. マイコプラズマ、リケッチア、クラミジアについて概説できる。 

8. 真菌（アスペルギルス、クリプトコックス、カンジダ、ムーコル、白癬菌など）について概説でき

る。 

9. 原虫（マラリア原虫、トキソプラズマ、腟トリコモナス、クリプトスポリジウム、赤痢アメーバな

ど）、蠕虫（回虫、鞭虫、アニサキス、エキノコックスなど）について概説できる。 
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D 衛生薬学 

 

D1 健康 

GIO 人々の健康増進、公衆衛生の向上に貢献できるようになるために、現代社会にお

ける疾病とその予防、栄養と健康に関する基本的知識、技能、態度を修得する。 

 
（1）社会・集団と健康 

GIO 人々（集団）の健康と疾病の現状およびその影響要因を把握するために、保健統

計と疫学に関する基本的事項を修得する。 

 
【①健康と疾病の概念】 

1. 健康と疾病の概念の変遷と、その理由を説明できる。 

 

【②保健統計】 

1. 集団の健康と疾病の現状およびその影響要因を把握する上での人口統計の意義を概説できる。 

2. 人口統計および傷病統計に関する指標について説明できる。  

3. 人口動態（死因別死亡率など）の変遷について説明できる。 

 

【③疫学】 

1. 疾病の予防における疫学の役割を説明できる。 

2. 疫学の三要因（病因、環境要因、宿主要因）について説明できる。 

3. 疫学の種類（記述疫学、分析疫学など）とその方法について説明できる。 

4. リスク要因の評価として、オッズ比、相対危険度、寄与危険度および信頼区間について説明し、計

算できる。（知識・技能） 

 

（2）疾病の予防 

GIO 健康を理解し疾病の予防に貢献できるようになるために、感染症、生活習慣病、

職業病などについての現状とその予防に関する基本的事項を修得する。 

 
【①疾病の予防とは】 

1. 疾病の予防について、一次、二次、三次予防という言葉を用いて説明できる。 

2. 健康増進政策（健康日本２１など）について概説できる。 

 

【②感染症とその予防】 

1. 現代における感染症（日和見感染、院内感染、新興感染症、再興感染症など）の特徴について説明

できる。 

2. 感染症法における、感染症とその分類について説明できる。 
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3. 代表的な性感染症を列挙し、その予防対策について説明できる。 

4. 予防接種の意義と方法について説明できる。 

 

【③生活習慣病とその予防】 

1. 生活習慣病の種類とその動向について説明できる。 

2. 生活習慣病の代表的なリスク要因を列挙し、その予防法について説明できる。 

3. 食生活や喫煙などの生活習慣と疾病の関わりについて討議する。（態度） 

 

【④母子保健】 

1. 新生児マススクリーニングの意義について説明し、代表的な検査項目を列挙できる。 

2. 母子感染する代表的な疾患を列挙し、その予防対策について説明できる。 

 

【⑤労働衛生】 

1. 代表的な労働災害、職業性疾病について説明できる。 

2. 労働衛生管理について説明できる。 

 

（3）栄養と健康 

GIO 食生活が健康に与える影響を科学的に理解するために、栄養と食品機能、食品衛

生に関する基本的事項を修得する。 

 
【①栄養】 

1. 五大栄養素を列挙し、それぞれの役割について説明できる。 

2. 各栄養素の消化、吸収、代謝のプロセスを概説できる。 

3. 食品中の三大栄養素の栄養的な価値を説明できる。 

4. 五大栄養素以外の食品成分（食物繊維、抗酸化物質など）の機能について説明できる。 

5. エネルギー代謝に関わる基礎代謝量、呼吸商、推定エネルギー必要量の意味を説明できる。 

6. 日本人の食事摂取基準について説明できる。 

7. 栄養素の過不足による主な疾病を列挙し、説明できる。 

8. 疾病治療における栄養の重要性を説明できる。 

 

【②食品機能と食品衛生】 

1. 炭水化物・タンパク質が変質する機構について説明できる。 

2. 油脂が変敗する機構を説明し、油脂の変質試験を実施できる。（知識・技能） 

3. 食品の変質を防ぐ方法（保存法）を説明できる。 

4. 食品成分由来の発がん性物質を列挙し、その生成機構を説明できる。 

5. 代表的な食品添加物を用途別に列挙し、それらの働きを説明できる。 

6. 特別用途食品と保健機能食品について説明できる。 

7. 食品衛生に関する法的規制について説明できる。 
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【③食中毒と食品汚染】 

1. 代表的な細菌性・ウイルス性食中毒を列挙し、それらの原因となる微生物の性質、症状、原因食品

および予防方法について説明できる。 

2. 食中毒の原因となる代表的な自然毒を列挙し、その原因物質、作用機構、症状の特徴を説明できる。 

3. 化学物質（重金属、残留農薬など）やカビによる食品汚染の具体例を挙げ、ヒトの健康に及ぼす影

響を説明できる。 
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D2 環境 

GIO 人々の健康にとってより良い環境の維持と公衆衛生の向上に貢献できるようにな

るために、化学物質などのヒトへの影響、適正な使用、および地球生態系や生活

環境と健康との関わりにおける基本的知識、技能、態度を修得する。 

 
（1）化学物質・放射線の生体への影響 

GIO 化学物質などの生体への有害作用を回避し、適正に使用できるようになるために、

化学物質の毒性などに関する基本的事項を修得する。 

 
【①化学物質の毒性】 

1. 代表的な有害化学物質の吸収、分布、代謝、排泄の基本的なプロセスについて説明できる。 

2. 肝臓、腎臓、神経などに特異的に毒性を示す代表的な化学物質を列挙できる。 

3. 重金属、PCB、ダイオキシンなどの代表的な有害化学物質や農薬の急性毒性、慢性毒性の特徴につい

て説明できる。 

4. 重金属や活性酸素による障害を防ぐための生体防御因子について具体例を挙げて説明できる。 

5. 薬物の乱用による健康への影響について説明し、討議する。（知識・態度） 

6. 代表的な中毒原因物質の解毒処置法を説明できる。 

7. 代表的な中毒原因物質（乱用薬物を含む）の試験法を列挙し、概説できる。 

 

【②化学物質の安全性評価と適正使用】 

1. 個々の化学物質の使用目的に鑑み、適正使用とリスクコミュニケーションについて討議する。（態

度） 

2. 化学物質の毒性を評価するための主な試験法を列挙し、概説できる。 

3. 毒性試験の結果を評価するのに必要な量-反応関係、閾値、無毒性量（NOAEL）などについて概説で

きる。 

4. 化学物質の安全摂取量（1日許容摂取量など）について説明できる。 

5. 有害化学物質による人体影響を防ぐための法的規制（化審法、化管法など）を説明できる。 

 

【③化学物質による発がん】 

1. 発がん性物質などの代謝的活性化の機構を列挙し、その反応機構を説明できる。 

2. 遺伝毒性試験（Ames試験など）の原理を説明できる。 

3. 発がんに至る過程（イニシエーション、プロモーションなど）について概説できる。 

 

【④放射線の生体への影響】 

1. 電離放射線を列挙し、生体への影響を説明できる。 

2. 代表的な放射性核種（天然、人工）と生体との相互作用を説明できる。 

3. 電離放射線を防御する方法について概説できる。 

4. 非電離放射線（紫外線、赤外線など）を列挙し、生体への影響を説明できる。 
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（2）生活環境と健康 

GIO 地球生態系や生活環境を保全、維持できるようになるために、環境汚染物質など

の成因、測定法、生体への影響、汚染防止、汚染除去などに関する基本的事項を

修得する。 

 
【①地球環境と生態系】 

1. 地球規模の環境問題の成因、人に与える影響について説明できる。 

2. 生態系の構成員を列挙し、その特徴と相互関係を説明できる。 

3. 化学物質の環境内動態（生物濃縮など）について例を挙げて説明できる。 

4. 地球環境の保全に関する国際的な取り組みについて説明できる。 

5. 人が生態系の一員であることをふまえて環境問題を討議する。（態度）  

 

【②環境保全と法的規制】 

1. 典型七公害とその現状、および四大公害について説明できる。 

2. 環境基本法の理念を説明できる。 

3. 環境汚染（大気汚染、水質汚濁、土壌汚染など）を防止するための法規制について説明できる。 

 

【③水環境】 

1. 原水の種類を挙げ、特徴を説明できる。 

2. 水の浄化法、塩素処理について説明できる。 

3. 水道水の水質基準の主な項目を列挙し、測定できる。（知識・技能） 

4. 下水処理および排水処理の主な方法について説明できる。 

5. 水質汚濁の主な指標を列挙し、測定できる。（知識・技能） 

6. 富栄養化の原因とそれによってもたらされる問題点を挙げ、対策を説明できる。 

 

【④大気環境】 

1. 主な大気汚染物質を列挙し、その推移と発生源、健康影響について説明できる。 

2. 主な大気汚染物質を測定できる。（技能） 

3. 大気汚染に影響する気象要因（逆転層など）を概説できる。 

 

【⑤室内環境】 

1. 室内環境を評価するための代表的な指標を列挙し、測定できる。（知識・技能） 

2. 室内環境と健康との関係について説明できる。 

 

【⑥廃棄物】 

1. 廃棄物の種類と処理方法を列挙できる。 

2. 廃棄物処理の問題点を列挙し、その対策を説明できる。 

3. マニフェスト制度について説明できる。 
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